
感染症情報 １月２２日～２８日 

①感染性胃腸炎 

④突発性発疹 

②溶連菌感染症 

③RSウイルス感染症 

⑤咽頭結膜熱 

１０６４例（堺市   ５７例） 

３７３例（堺市   ２５例） 

１２５例（堺市   ９例） 

６５例（堺市    ２例） 

４３例（堺市   ２例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比６．９％減の１，７７４件であった。 
 

 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、RSウイル 
 

ス感染症、突発性発疹、咽頭結膜熱の順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週より６％減、堺市では前週と同数で 
 

あった。溶連菌感染症は府下で前週より１０％減、堺市で前週 
 

２３例→今回２５例であった。RSウイルス感染症は府下で前週比 
 

３％減、堺市で前週１０例→今回９例であった。咽頭結膜熱は府 
 

下で前週比８％増、堺市では前週１例→今回２例であった。 
 

 インフルエンザは府下で前週１３４２８例→今回１２９１５例で４％ 
 

減、堺市では前週１０８４例→今回１１４６例で６％増となった。定 
 

点当たりでは前週が４４．２で、今回は４２．５であった。大阪府全ブ 
 

ロックで警報レベル開始基準値の３０．０を超えている。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ １２９１５例（堺市  １１４６例） 

府下小児科１９８療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０４医療機関（堺市２９）から 


